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日　付 内　容 詳　細

第１回
平成27年
６月25日

子ども・子育て
支援事業計画

概要説明

概要説明があり質疑を行う。委員の認可外保育園に
関する理解不足から次回は認可外保育園園長等を招
き、直接生の声を聞きたいとの意見が出た。

第２回
平成27年
10月14日

認可外保育園
園長との

意見交換会

町と認可外保育園連絡協議会との間で制度の周知徹
底、及び町からの説明が十分にされていない状況が
明らかになった。

第３回
平成28年
12月22日

子ども元気
ROOM 事業の

説明他

◎子ども元気 ROOM 事業の今後の動向について説明
を受けた。
◎前回の認可外保育園の現状を重く受け止め、町執
行部から、第２回以降の取り組み報告があった。

第４回
平成29年
12月22日

各委員が挙げた
調査項目について

町執行部が回答

調査項目４点（認可保育園、認可外保育園、学童ク
ラブ、その他）について執行部から回答をもらう。

（一部抜粋）
●年齢別の保育所入所待機児童数の推移

●問　第２回の意見交換会にて露呈した認可外保育
園への説明不足等問題は解消しているか。

　答　現場視察を行ったり、補助金の申請方法の説
明を行った。また、補助金の支給時期を早め
るなど園の経営面の支援も行っている。

●問　学童クラブの待機児童対策について
　答　平成30年度からは入所申込書を町内で統一し

て待機児童の把握ができるよう工夫している。

●問　保育士不足への対策はどうしているか　
　答　町では月３千円の給与補助を行っている。国

や県の補助事業を活用し、業務緩和や担い手
不足解消に取り組んでいる。

第５回
平成30年
３月15日

町法人保育園園長
会との意見交換会

小規模園を卒業する３歳児の受入体制整備の必要性
や今後も定期的に意見交換を実施したいとの意見が
あった。

ま　と　め

委員会では調査を通して、子育て支援に関する諸問
題への理解を深め、今後は各部署の連携強化などさ
らなる対策を講ずる必要性を認識した。引き続き、
本町の子育て支援について取り組む姿勢・動向を注
視していく。
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年齢 H25年度 H26年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度

0歳児 1 6 9 2 8

1歳児 11 24 45 80 85

2歳児 7 14 51 47 23

3歳児 3 3 16 58 34

4歳児 1 2 6 1 0

5 歳児 0 0 0 0 0

計 23 49 127 188 150

※各年４月1日現在

▲保育園外へお出かけの様子


